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 本発表では，「様相演算子としての否定」に対してシークエント算での定式化を与える。

否定演算子についてのこの考え方は，Dosen(1986,1999)で提示され，Dunn(1993,1999), 

Restall(1999,2000)や，最近では Berto(forthcoming)などでも論じられている。この考え方によ

れば，ある命題の否定は，「状態(可能世界)間の両立可能性」にあたる到達可能性関係を用

いて，ある種の不可能性として定義される。すなわち，ある状態 x において A の否定が真

であるのは，x と両立可能なすべての状態において A が偽のときである。(両立可能性関係

を，認識の進展をあらわす(前)順序と同一視すれば，直観主義論理の否定が得られる。) 

 様相論理の諸法則と類比的に，対偶・二重否定導入・無矛盾律・二重否定除去・排中律

などの否定にかんする代表的な法則は，フレーム上の両立可能性関係(および順序)の性質

に対応する。たとえば，あるフレームのすべての状態において二重否定導入(A ならば A の

二重否定も成り立つ)が真になるのは，そのフレーム上の両立可能性関係が対称的であると

きであり，またそのときだけである。 

 以上を踏まえて本発表はまず，様相演算子としての否定を含む論理に，ゲンツェン流の

シークエント算の拡張である「ディスプレイ計算」を用いた証明論的定式化を与える。次

に，両立可能性関係の性質によってもたらされる論理のちがいを，対応する公理を付け加

えることによってではなく，否定にかんする規則は同一に保ったままで，ディスプレイ計

算の構造規則によってあらわす。またそのさいには，上で説明した不可能性としての否定

だけでなく，偶然性(現在の状態と両立可能なある状態において偽)としての否定も合わせ

て扱う。不可能性としての否定が，直観主義論理の否定を分析ないし分解したものだとす

れば，偶然性としての否定は，双対直観主義論理(Dual Intuitionistic logic)の否定を分析ない

し分解したものにあたる。さいごに時間が許せば，Berto が与えている「様相演算子として

の否定についての包括的な説明」に対して，本発表が提示する証明論的定式化および偶然

性としての否定の観点から，批判的な検討を加える。 
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